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研究成果の概要（和文）：本研究はフィールドワークとインタビュー調査を当初想定していたが、COVID-19の影
響により、資料調査を主な方法とした。資料調査から得られた主な成果は以下である。第一に、戦争・戦災体験
者の手記や回想録の中に不可思議な体験談が散見されるということである。第二に、戦争の心霊・超常現象はと
きに民話として残されてきたことである。第三に、怪談やミステリー、オカルトなどの分野において戦争の心
霊・超常現象の記述は多く見られた。これらの資料からは、戦争の心霊・超常現象には、家族といった身近な人
物に関係するものと素性の分からない人物に関わるものに大別され、後者には場所の歴史と密接に関わることが
明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Documents and articles were collected and analyzed as the primary method of 
this study due to the influence of COVID-19 though the study originally envisioned fieldwork and 
interviews. 
The main results obtained from the document survey are as follows. First, there are some mysterious 
stories in the memoirs of Japanese survivors from the Asia-Pacific War. Second, paranormal phenomena
 of the Asia-Pacific War have been preserved as folk tales. Third, articles related to ghost and 
supernatural phenomena on the Asia-Pacific War have been found in occult magazines and books. From 
documents and articles collected in this study, there are mainly two types of ghost stories on the 
Asia-Pacific War: ghosts of familiar persons or unknown ones. And the latter are closely related to 
the history of a place where the ghost appeared.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的・社会的意義は、これまで注目されることのなかったアジア・太平洋戦争にまつわる心霊・超常
現象について光を当てたことにある。資料調査を通じて、そうした心霊・超常現象の体験談や語りが一定程度に
存在し、残されてきたことが明らかになった。このことは、アジア・太平洋戦争が教育や歴史などとは異なる形
でも伝承されてきたことを示唆している。「戦争体験の継承」が社会的課題となっている現在において、本研究
の成果は一つの問題提起となりうると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
  戦争やその記憶について社会学的研究は多くの蓄積を有している。しかし、一方で、戦争にま
つわる心霊・超常現象については、研究対象として取り上げられることがほとんどない。そもそ
も、心霊・超常現象は文学や人類学・民俗学などにおいて研究の俎上に挙げられていたものの、
社会学では宗教に関連する研究など一部に限定されてきたように思われる。しかし、東日本大震
災を契機として、災害による死者にまつわる心霊・超常現象が注目を集めるようになった（e.g. 
金菱 2016）。また、国外ではすでに戦争や紛争といった暴力と幽霊の関わりについて研究が進
められている（e.g. Kwon 2008, Perera 2001）。こうした研究は、死者に対する生者の捉え方や
価値を探るという点で、災害・戦争後の社会の一端の解明を試みる。それにもかかわらず、空襲
を受けた東京や原爆を受けた広島などでは心霊・超常現象に着目する研究はなされてこなかっ
た。 
 これまで広島市を中心にフィールドワークを重ねてきた代表者は、死者の幽霊や幻覚をみた
という人びとに実際に出会っている。また、広島市や東京に限らず、戦災を受けた地域では現在
心霊スポットとなっている場所も多くあり、民話も記録されている（松谷 1987）。このように考
えるならば、戦争体験にまつわる心霊・超常現象はなかったわけではなく、そうした語りや記録
と向き合う研究がなかっただけであるように思われた。 
 また戦争体験にまつわる心霊・超常現象は、単に学術的に見過ごされてきたというだけではな
い。戦争体験を継承することは社会的課題とされ多種多様な実践が行われている。しかし、意識
的な継承活動が注目を集める一方（e.g. 深谷 2018）、幽霊譚や怪談のように、自然発生的に語
り継がれる「継承」はこれまで十分に省みられてこなかった。このことは現代日本社会で課題と
される「戦争体験の継承」が固有の力学を持ち、そこでは光が当てられる何かがある一方で、光
が当てられない部分が創出されていることを示唆している。 
 そこで、代表者は、戦争体験にまつわる幽霊譚や怪談などに着目し、その中で戦争・戦災によ
る死がどのように位置づけられているのかを探る本研究を構想した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、戦災にまつわる心霊・超常現象を戦争体験が語り継がれる一形態として捉え、それ

らを掘り起こしていく。その上で、これらの心霊・超常現象の語りにおいて、戦災の死者が生者
（社会）によってどのように描かれるのかを検討し、体験者による証言や教育とは異なる「戦争
体験の継承」のあり方を探求することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
上記の目的を達成するため、本研究は、開始当初、戦争体験の中でも、広島に投下された原爆

の災禍と東京大空襲という二つの戦災を取り上げることとしていた。戦争体験にまつわる心霊・
超常現象は、戦災に限ったことではなく、戦災も広島・東京だけではない。しかし、心霊・超常
現象の掘り起こしという探索的性格を持つ本研究には丹念な調査が必要であり、それには対象
地域への精通やネットワークが求められる。そうした理由から、代表者がこれまで現地調査を積
み重ねてきた広島市、および近郊に長らく居住し一定のネットワークを有している東京を調査
地として設定した。 
しかし、本研究が開始された 2020 年度は新型コロナウイルス感染症の世界的な流行が始まっ

た時期でもあった。そのため、当初は現地調査に行くこともままならず、インターネットによる
調査を主としていた。現地に行くことが可能になった後も、資料調査や史跡等の観察が中心とな
った。申請当初に想定していたインタビューは、補助事業期間中においてはかなり機会が限定さ
れていた。 
以上のような予期せぬ状況を背景として、本研究では、資料調査に重点を置き、また広く資料

を収集するため、軍隊を含む戦争一般（ただしアジア・太平洋戦争）に関連する心霊・超常現象
に検討対象を広げることとした。 
 
４．研究成果 
上述のように、本研究は、新型コロナウイルス感染症の流行を背景に、広島の原爆と東京大空

襲という戦災を中心にしつつも、広くアジア・太平洋戦争にまつわる心霊・超常現象に関連する
資料の収集に取り組んだ。それを通じて明らかになったのは以下である。 
 
（１） アジア・太平洋戦争にまつわる心霊・超常現象の記述の所在 
 まず、国立国会図書館などでの資料調査を通じて、アジア・太平洋戦争にまつわる心霊・超常
現象がどのような資料で見つかったのかについて記しておきたい。 
 

① 戦争を体験した人びとの手記・回想記 
兵士として戦争に参加した者や戦災などを体験した人びとの手記などの中に、時折、不思議



な体験のエピソードとして心霊・超常現象の記述があった。しかし、こうした手記は心霊・超
常現象について記述することを目的としているわけではないため、該当する記述の発見は偶
然でもあった。なお、戦争にまつわる不思議な体験談を手記などから集めたものとして『戦争
と怪談』（山田 2006）といった書籍がある。 
 

② 現代民話 
現代の民話として採集されたものの中に、アジア・太平洋戦争にまつわる不可思議な出来事

や体験のエピソードが含まれている。たとえば、松谷みよ子が編纂した『現代民話考』のシリ
ーズは戦争を主題として取り上げたものがある。また、それ以外にも現代の民話をまとめた書
籍や雑誌などにおいてそうした超常的な現象が散見された。なお、広島市では地域の民話に関
する文献調査を実施した。しかし、そこで見つかったのは昔ながらの民話であり、アジア・太
平洋戦争や原爆に関するものは補助事業期間内の調査では見つけることはできなかった。 
 
③ 心霊・超常現象を主題とする雑誌・書籍 
アジア・太平洋戦争にまつわる心霊・超常現象の記述を最も多く得ることができたのは、「ミ

ステリー」「ホラー」「オカルト」「怪談」といったカテゴリーに含まれる書籍や雑誌であった。
この中にはフィクションとして創作されたと思われるものもある。 
 
④ ウェブサイト 
文献資料調査ではないが、インターネット上の調査を通じて、心霊・超常現象を紹介するウ

ェブサイトを複数発見した。「怪談」や「心霊スポット」を紹介するウェブサイトでは、アジ
ア・太平洋戦争に関連する出来事や場所に言及するものも少なくない。 
 

（２） 〈身近な死者〉と〈未知の死者〉 
 資料調査を通じて明らかになったのは、戦争にまつわる死者の心霊・超常現象が語られる（記
述される）とき、家族や親族といった〈身近な死者〉が現れる場合と、素性がわからない〈未知
の死者〉と遭遇する場合とに大別されるということである。〈身近な死者〉は遺族が経験するこ
とが多い。たとえば、戦争に出征した夫や息子が夢の中に現れ、自らの死を知らせるといったも
のである。これに対して〈未知の死者〉は、遭遇した人びとにとって名前や素性がわからない死
者が現れるというものである。なお、この分類は、東日本大震災の津波被災地域における「霊的
体験」について調査をした高橋原と堀江宗正の研究（2021）にもとづいている。 
 
（３） 〈未知の死者〉と〈場所の歴史〉  
 代表者は、オカルト雑誌『ムー』の読者投稿欄に寄せられた体験談のうち、アジア・太平洋戦
争の〈未知の死者〉に関連する投稿を整理し分析を行った（根本 2024）。〈未知の死者〉が出現
／想起される場合、大きく二つの形があった。一つは、死者が目の前に出現する（そのような知
覚がなされる）場合である。たとえば、戦後、ある場所で日本軍兵士を見かけるといったもので
ある。もう一つは、実際に死者が出現するわけでなく、その存在が推察されるという場合である。
たとえば、不可思議な現象や不幸な出来事、体調の悪化などが起きた時に、戦争の死者がその要
因として想起されるというものである。 
 上記の〈未知の死者〉の出現・想起は、その場所にまつわる戦争の歴史とその伝承が関係して
いた。たとえば、空襲を受けて多くの人びとが亡くなったりした場所において、その歴史を語り
伝える人などがいる場合に、〈未知の死者〉の出現・想起がなされる傾向があった。 
 
５．今後の課題 
 資料調査を通じた戦争に関する〈未知の死者〉の考察は、戦争の歴史が語り伝えられる場所に
着目すべきことを示唆していた。このことは、本研究がほとんど実施できなかったフィールドワ
ーク及びインタビュー調査の重要性を意味する。また、現地でのフィールドワークは限られてい
たものの、その中で、戦災にまつわる心霊・超常現象のエピソードを全く入手できなかったわけ
でもない。この点からも更なる調査が求められているといえよう。 
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